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要 旨

（簡 潔 に）

伊豆市で５歳児健診を始めて10年が経過したことをきっかけに、過去３年間の５

歳児健診の結果について分析を行った。先行文献と伊豆市とのＳＤＱの比較では項

目によって差があることが分かった。保護者と園とのＳＤＱの比較では、向社会性

の項目で園の方が心配は強いことがわかった。また、５歳児健診の結果と３歳児健

診の紐づけを行い分析したところ、３歳児健診で異常なしでも、５歳児健診で要相

談・要医療となるものが約２割いることがわかった。

さらに、５歳児健診と就学時健診の結果との紐づけを行い、５歳児健診で支援を

受けていることで就学時知能検査の結果面接が必要になった場合の保護者の意識に

差が出るのかの検証を行った。有意差は出なかったもののなんらかの影響があると

思われた。

全体を通し、５歳児健診を行うことの意義を再確認することができた。この分析

結果を今後の支援に活かしていきたい。


